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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，戦前期に台湾で建設された44カ所の全ての製糖工場と社宅街を対象
として，製糖工場と社宅街の建設とその後が，周囲の街や集落に与えた影響を明らかにすることであった。その
ためにまず，製糖工場と社宅街を対象とした空中写真と旧版地図の系統的かつ網羅的な収集を行い，44ヵ所全て
の地図集を作製することができた。次いで，製糖工場と社宅街の復元配置図作製のための各種資料の収集を進め
たが，資料の制約から，配置図の復元作業は難航した。そこで，打開策として，これまでの研究成果の整理を改
めて行った。また，資料収集の過程で新たに見出した台湾や樺太の火災保険特殊地図の詳細な内容を検討した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the influence of the construction of
 sugar factories and company house districts on city or town development in Taiwan before World War 
II during the Japanese administration period.
Many Aerial photos and old maps on sugar factories and company house districts were collected 
systematically and comprehensively. The atlas for 44 sugar factories and company house districts 
were made using these aerial photos and maps. Many materials also were collected in order to restore
 these factories' and company houses districts' former layouts. Since the restoration had the 
difficult process, past research results were re-examined in order to solve this problem. At the 
process for collecting these materials the fire insurance maps for Karafuto and Taiwan were newly 
discovered at the Chiyoda City’s Hibiya Library & Museum. These fire insurance maps were compared 
with various other similar maps in order to identify the characteristics of these maps.

研究分野：建築史・都市史

キーワード： 国際情報交換　台湾　沖縄　空中写真　旧版地図　工業　火災保険特殊地図　日本史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究課題の申請時における背景や研究
の動機は，以下の通りであった。 
 
(1)本研究課題着手前までの研究成果 
 研究代表者は，平成 20～22 年度の科研費
（若手（Ｂ））「製糖業に関わる建築活動から
みた戦前期日本の影響下にあった地域の相
互比較」と平成 23～25 年度の科研費（基盤
（C））「戦前期日本における製糖業を支える
ネットワークの形成過程と特質に関する研
究」を頂き，戦前期に日本の影響下にあった
地域における製糖業に関係する建設活動，す
なわち製糖工場と社宅街の建設過程に関す
る研究を行ってきた。 
 前者では，戦前期の日本の影響下にあった
地域全てで営まれた唯一の産業である製糖
業の全体像を把握することを目指し，各地で
現地調査を行い，実態を明らかにしてきた。
後者では，製糖業を取り巻くネットワークに
着目して，さらに研究を深め，各地の製糖工
場と社宅街を比較するための視点を設定し
て考察を進めた。 
 さらに，研究代表者は，平成 25 年７月か
ら 10 月までの４ヶ月間，台湾の外務省にあ
たる外交部による「台湾奨助金」プログラム
で台湾に滞在し，製糖業に関係する建設活動
についての研究をより深める機会を得た。同
時に，台湾の研究者らによる研究動向も詳細
に知ることができた。 
 
(2)本研究課題を着想するに到った経緯 
 これまでも研究対象としてきた南洋群島
の３カ所，北海道の４カ所などに比べて圧倒
的に数が多い台湾（44 カ所）に集中して，よ
り多くの事例を扱い，相互に比較して分類を
行うことで，製糖業の建設活動が周囲の街や
集落に与える影響を，より深く考察すること
を考えた。そのために，本研究課題の申請の
年度にあたる平成 25年の７月から 10月まで
の台湾滞在では，台湾側の研究者とより一層
綿密な打合せを行い，各地の様々な機関での
資料/史料の所蔵状況の把握に努めた。 
 一方で，台湾側の研究者や研究機関と協力
して，製糖業に関する資料/史料の保存や整
備に関わることも重要な責務であると考え
た。申請者のこれまでの調査方法では，時間
が限られていることを理由に，図面などの史
料はデジタルカメラによる撮影で自分の研
究資料にできれば良いと考えていた。もちろ
ん撮影した画像は所蔵機関に還元はしてい
たが，他の研究者や次世代のことも考え，き
ちんとした整備を行う必要があると考え方
を改め，そのために尽力することを考えた。
このままでは，研究資源の搾取にも近く，戦
前期のことも考えれば，大いに反省しなけれ
ばならないと考えた。 
 
(3)国内・国外の研究動向と本研究課題の位
置付け 

 製糖業は，戦前期には「日本を代表する主
力産業の一つであり，日本企業のアジア進出
のプロトタイプともいえる海外展開を行っ
た産業」（『日本経営史の基礎知識』（有斐閣））
である。さらに戦後，1950 年代から 60 年代
にかけては台湾の主力産業であった。したが
って，製糖業は，台湾の文化の一面を形成し
ているとも捉えられる重要な産業である。そ
のため，経営史の分野からの研究が多い。 
 台湾における製糖工場と社宅街のうち，い
くつかを取り上げた研究はこれまでにもあ
った。しかし，全ての製糖工場と社宅街を対
象として比較を行った研究はこれまでには
なかった。また，これらの研究では，本研究
課題で用いた空中写真や各種地図を全面的
に用いることはできていない。 
 台湾側の近年の研究では，ある特定の製糖
工場や社宅街を取り上げ，産業遺産としての
活用の面に着目している。したがって，そこ
にどのようなものが建設され，人々がどのよ
うな生活を送っていたのかは，主な研究対象
とされてはいなかった。 
 また，台湾では，政治的な問題もあり，郷
土史もしくは地域史（区域史）の研究が盛ん
になったのは，民主化が進んだここ 20 年程
である。その中でも各地の産業を対象とした
研究は立ち後れている。例えば，台南市佳里
に所在する南瀛国際人文社会科学研究中心
には，台南地区における製糖業に関する貴重
な史料群が所蔵されている。しかし，研究代
表者が，本研究課題の申請前に現地で確認し
たところ，史料群が整理された 2004 年頃以
降，ほとんど利用されていない状況であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題の申請時における当初の研究
目的は，以下の通りであった。 
 本研究課題の目的は，戦前期すなわち日本
統治期に，台湾で建設された 44 カ所の全て
の製糖工場と社宅街を対象として，製糖工場
と社宅街の建設とその後が，周囲の街や集落
に与えた影響を明らかにすることであった。
同時に，台湾における製糖業に関する資料/
史料の保存や整備に向けての体制作りにも
関わることも目指した。具体的には，以下の
通りであった。 
 
(1)空中写真や旧版地図を用いて，どのよう
な意図で，どのような製糖工場や社宅街を建
設したのかを読み取り，さらにそこで送られ
ていた人々の生活を明らかにする。 
 製糖会社の合併や戦後の接収の影響で，建
設に際しての直接的な同時代の史料の入手
は困難である。そのため，空中写真や旧版地
図を用いて，全ての製糖工場と社宅街を比較
して分類する作業を通じて，建設者の意図を
推測しようとした。周囲の地形や工場用水に
欠かせない水利の面からも検討を進めるこ
とも考えた。 
 



(2)戦時中から現代に到るまでの空中写真や，
明治期から現代に到るまでの各種地図を用
いて，製糖工場や社宅街と周囲の街や集落と
の関係が，どのように変遷したのかを明らか
にする。 
 郷土史や地域史（区域史）に関する各種資
料/史料も活用して，製糖工場や社宅街と周
囲の街や集落との関係の類型化を行うこと
を目指した。多くの製糖会社が合併を経験し
ているため，その前後での変化，さらには戦
後から現在に到る変遷をも対象と考えた。 
 
(3)当面は，台南市に所在する文物館（資料
館）に所蔵されている史料群を対象として，
製糖業関係の史料の保存や整備の体制作り
に関わる。 
 主に各種の図面や地図，文書類を対象と考
えていた。これらの様々な史料群は非常に重
要であるが，日本語で書かれているために整
理ができていないものも多い。保存状態も非
常に悪く，時間とともに失われてしまう可能
性も高い。ただし，実際の保存や整備作業に
要する資金は，別に調達する必要があると考
えていた。 
 
３．研究の方法 
 研究期間中の平成 26年度から平成 28年に
かけて，以下のような調査を行った。これら
の調査を中心に，研究の具体的な様子につい
ては，ブログ「居住環境学科な日々」
（http://ameblo.jp/m-tsuji/）で紹介した。 
 
(1)平成 26 年度（１年目） 
 １年目の平成 26 年度は，これまでに収集
した資料/史料や情報の整理とこれまでの研
究成果の整理を行った後，具体的には，以下
のように調査を実施した。 
 平成 26 年９月に台湾を訪問した。中央研
究院のほか，国立台湾図書館，国家図書館な
どを訪問して製糖業に関係する資料/史料を
収集した。また，渓湖糖廠，旧烏日糖廠，台
北糖廠跡，宜蘭製糖所跡を対象に現地調査を
行った。さらに，台南市に所在する善化糖廠
内の善糖文物館で，同館が所蔵する資料の一
部についてデジタルアーカイブズ化の打ち
合わせを行った。ここでは，同館と中央研究
院 人文社会科学研究中心 地理資訊科学研
究専題中心の研究者との関係構築に協力す
ることができた。 
 また，平成27年３月にも台湾を再訪した。
南瀛国際人文社会科学研究中心，国立台湾図
書館，国家図書館などを訪問して製糖業に関
係する資料/史料を収集し，中央研究院の研
究者と打ち合わせを行った。このうち，南瀛
国際人文社会科学研究中心では，これまで報
告されていなかった史料の詳細な内容を把
握することができた。また，新営糖廠と宜蘭
製糖所跡を対象に現地調査を行った。 
 国内での資料/史料の掘り起こしについて
は，平成 26年 12 月に東京大学経済学図書館

と公益財団法人交流協会の図書室を訪問し
て資料/史料を閲覧したほか，他の研究者と
の情報交換を行い，これまでに収集した資料
/史料の整理なども行った。 
 
(2)平成 27 年度（２年目） 
 ２年目の平成 27 年度は，具体的には，以
下のように調査を実施した。 
 平成 27 年９月に台湾を訪問した。高雄市
立歴史博物館，高雄市立図書館総館，嘉義県
立図書館，中央研究院，国家図書館，国立台
湾図書館などを訪問して製糖業に関係する
資料/史料や郷土史や地域史に関係する文献
などを収集した。また，蒜頭糖廠，旧岸内糖
廠，南靖糖廠，麻豆糖廠を対象に現地調査を
行った。さらに，中央研究院の研究者とは，
日本側で見出し，デジタル化が進行中であっ
た戦前期の台湾の火災保険特殊地図のデー
タの共有に関する打ち合わせを行った。 
 平成 28 年３月にも台湾を再訪した。中央
研究院，台北市立図書館総館，陳中和紀念館，
高雄市立歴史博物館，国家図書館，国立台湾
図書館，国立台湾大学図書館などを訪問して，
９月と同様に資料/史料や文献を収集した。
また，前述の地図のデータ共有についての打
ち合わせを継続した。 
 国内での資料/史料の掘り起こしについて
は，平成 27 年５月に，防衛省防衛研究所戦
史研究センター史料閲覧室，千代田区立日比
谷図書文化館，国立国会図書館，12 月に東京
大学経済学図書館，平成 28 年３月に嘉手納
町立図書館，沖縄県立図書館，那覇市立歴史
博物館などを訪問して資料/史料を閲覧した
ほか，他の研究者との情報交換を行い，これ
までに収集した資料/史料の整理を行った。 
 
(3)平成 28 年度（３年目） 
 最終年度である平成 28 年度は，これまで
に収集した資料/史料を基に考察を進め，研
究のまとめを行う予定であった。実際には，
年度当初の４月に平成 28 年熊本地震が発生
したために，特に年度前半は研究の遂行に遅
れが生じ，具体的には，以下のように調査を
実施した。 
 平成 28 年９月に台湾を訪問した。国立台
湾図書館，国立中興大学図書館，彰化県文化
局県史館などを訪問して製糖業に関係する
資料/史料や郷土史や地域史に関係する文献
などを収集した。また，橋頭糖廠を対象に現
地調査を行った。さらに，中央研究院の研究
者と打ち合わせを行った。平成 29 年 3 月に
も台湾を再訪し，国立台湾図書館で各種資料
/史料や文献を収集した。 
 また，製糖工場と社宅街の復元配置図作製
に必要な資料/史料を収集する段階で，新た
に見出すことができた火災保険特殊地図に
ついて検討を進め，査読付き論文を発表する
ことができた。さらに，台湾 中央研究院 地
理資訊科学研究専題中心とデジタルデータ
の共有も行うことができた。 



４．研究成果 
 本研究課題の成果については，以下の通り
である。 
 
(1)製糖工場・社宅街を対象とした空中写真
と旧版地図を用いた地図集と復元配置図の
作製 
 本研究課題の申請時における当初の研究
目的を達成するために取り組んだ成果は，主
に以下の２点である。 
 
①製糖工場・社宅街を対象とした地図集の作
製 
 戦前期の台湾に建設された 44 ヵ所の製糖
工場とそれに付随する社宅街を対象として，
空中写真と旧版地図を収集することができ
た。空中写真からは製糖工場と社宅街の配置
を読み取ることができ，旧版地図からは製糖
工場・社宅街と周囲の街や集落との関係を読
み取ることができる。 
 空中写真については，合計 700 枚以上のデ
ジタルデータを収集し，その中から，それぞ
れの製糖工場に対して，1940 年代，1950 年
代，1960 年代の空中写真を選定した。これら
は，順に，最も日本統治時代の様子に近い時
期，戦時中の米軍の爆撃による被害を復旧し
た時期，台湾で最も製糖業が盛んだった時期
の状態を示す。さらに，現在の様子として
2000 年代の衛星写真についても収集した。 
 一方，旧版地図については，明治版堡図も
しくは大正版堡図，戦前期の 1/25,000 地形
図，U.S. Army Map Service による 1/25,000
地形図を収集した。これらは，順に，精度が
高くかつ古い時期の地図，昭和戦前期の地図
もしくは戦時中の地図である。あわせて，現
在の 1/25,000 地形図も収集した。 
 また，製糖工場（跡）での現地調査も継続
して行った。その結果，これまで台湾側でも
情報が完備されていなかった，44 ヵ所の全て
の製糖工場の位置を同定することができた。 
 これらの成果の一部は，「台灣製糖工場百
年文史地圖」 
（http://map.net.tw/taisugar/）で公開さ
れている。また，これらのデータを用いて，
全44ヵ所の製糖工場と社宅街を対象として，
地図集を作製することができた。さらに，台
湾での出版を模索して，複数の出版社と交渉
を行ったが，なかなか実現できなかった。そ
の後，中央研究院 人文社会科学研究中心か
らの出版を前提に準備を進めている。 
 
②製糖工場・社宅街の復元配置図作製のため
の各種資料/史料の収集 
 次に，それぞれの製糖工場と社宅街の配置
図を復元するための，各種資料/史料の収集
を行った。 
 台湾全土の図書館のうち，県立図書館レベ
ル以上の図書館のほとんど全てを訪問でき，
郷土史や地域史を中心に様々な資料/史料を
収集することができた。また，台北に所在す

る様々な図書館を何度も訪問し，雑誌論文，
台湾側の修士論文，博士論文のほか，戦前期
の史料も含めて収集することができた。 
 一方，国内外での資料/史料の掘り起こし
も試みた。防衛省防衛研究所戦史研究センタ
ー史料閲覧室を訪問し，戦書や米軍関係資料
の収集も試みたが，現在のところ，それほど
大きな成果は得られていない。 
 これらの調査によって，多くの関連する資
料/史料を収集することはできた。しかし，
当時の建設者の意図を読み取り，人々の生活
を明らかにすることを目指して作製する製
糖工場・社宅街の復元配置図のための直接的
な資料/史料を，全 44 ヵ所に亘って収集でき
たわけではない。復元配置図の作製は難航し
ており，44 ヵ所のうちのいくつかについては
復元可能ではあるが，全ての復元を同じレベ
ルで揃えて行うことは難しい状況である。 
 そこで，まずは，これらの資料/史料を用
いて，製糖工場・社宅街の敷地の範囲の推定
に取り組んだ。台湾における製糖会社は，戦
時中にほぼ４社に集約されるが，その４社相
互，さらに，製糖工場を建設した当時の会社
によって分類を行い，相互の比較を行った。
その成果は，平成 27 年９月にマカオ大学で
開催された国際学会 PNC2015（５．の学会発
表②）と平成 28 年２月に熊本県立大学で開
催された H-GIS 合同研究会（５．の学会発表
①）で報告することができた。 
 さらに，その精度を向上させて，製糖工
場・社宅街の配置図の復元へと繋げるために，
地籍図の利用を試みた。しかし，平成 28 年
熊本地震の影響で作業を一時中断してしま
い，結局，本研究課題の研究期間中には，再
開することができなかった。 
 
(2)難航した復元配置図作製に対する打開策 
 本研究課題の目的は，製糖工場・社宅街の
配置や製糖工場・社宅街と周囲の街や集落と
の関係を明らかにすることであった。(1)の
②で述べたように，製糖工場・社宅街の配置
図の復元作業が難航し，製糖工場・社宅街と
周囲の街や集落との関係を考察するための
方針について苦慮していた。そのため，その
打開策として，主に以下の２点に取り組んだ。 
 
①これまでの研究成果の整理から 
 製糖工場・社宅街と周囲の街や集落との関
係を明らかにするための方法を模索するた
めに，本研究課題の研究計画の立案に活かし
たこれまでの研究成果を再度整理した。 
 樺太における製糖業に関連しては，査読付
き論文が１件受理された（５．の雑誌論文⑤）。
ここでは，樺太製糖豊原工場の場合は，工業
の振興よりもむしろ，農業の振興を主な狙い
として誘致されたことを指摘した。 
 また，台湾に比べて製糖工場の数が少なく，
調査が進めやすい沖縄における製糖業に関
連しては，日本建築学会九州支部研究報告で
報告できた（５．の雑誌論文①）。 



 ここでは，近世から近代にかけて製糖業が
主要な産業であった沖縄県で，戦前期に建設
された機械式分蜜糖製糖工場を対象として，
①工場の建設過程と工場の立地に影響を与
えた要因，②工場の建設に伴って建設された
建築物の配置，③工場の建設による周辺地域
の開発や発展への影響，について検討した。
その結果，以下のように指摘できた。 
①沖縄県における戦前期の製糖工場の建設
は，明治 40年代の西原（旧），高嶺（旧）な
らびに嘉手納，大正５年から７年頃の豊見城，
高嶺（新），宜野湾，西原（新），大東ならび
に宮古，の２期に分けることができる。前者
は明治 34 年の「糖業振興十年計画」の，後
者は大正４年の「沖縄県産業十年計画」の影
響が考えられる。また，製糖工場の立地の際
には，工場用水の確保，製糖機械と製品の運
搬経路の確保が十分考慮されており，糖業政
策も影響を与えていた。 
②米軍撮影の空中写真を中心とする各種史
料から，西原，高嶺，嘉手納，宮古ならびに
大東の工場と社宅群の配置を復元すること
ができた。このうち，最も早い時期に建設さ
れた嘉手納では敷地全体の選定の際には微
地形を考慮していたが，社宅は敷地内に点在
させていた。一方，それ以外の４工場では地
形を利用して工場と社宅群を分けていた。ま
た，沖縄本島に位置する３工場では近隣から
工員が通勤するため，離島である大東の社宅
街よりも規模が小さかった。 
③沖縄本島に位置する３工場の建設に関連
して沖縄県営鉄道や各種軌道が建設され，地
域の発展に影響を与えた。宮古では工場の建
設は島内の交通整備に影響を与え，島内の産
業振興を担った。大東では甘蔗栽培によって
島全体の開発が進み，あたかも製糖会社の島
のようになり，他の４工場とは様相が大きく
異なっていた。 
 この研究報告では，戦前期に沖縄で発行さ
れた新聞記事の網羅的な閲覧が有用である
ことが判明した。この方法は，台湾の場合で
も大変有用と考えられ，今後の課題である。 
 
②外地における火災保険特殊地図 
 製糖工場・社宅街の復元配置図を作製する
ために，戦前期の詳細な地図を探索した。そ
の際，樺太と台湾，旭川を対象とした火災保
険特殊地図が，千代田区立日比谷図書文化館
に所蔵されていることを新たに見出した。 
 まず，これらの火災保険特殊地図のデジタ
ル化を行った。特に，台湾の火災保険地図の
デジタルデータについては，台湾側と共有で
きた。後述の(3)とも関係するが，台湾側の
研究者や研究機関と協力して，資料/史料を
整備することが重要な責務と考えて，本研究
課題の研究計画を立案していた。この方針に
沿った取り組みを進めることができた。 
 火災保険特殊地図と他の戦前期の大縮尺
都市地図を比較して，その有用性を検討した
査読付き論文が１件受理された（５．の雑誌

論文②）。ここでは，以下のことを指摘した。 
①これまで存在が指摘されていなかった，戦
前期に日本の影響下にあった諸地域におけ
る火保図の存在を初めて明らかにした。 
②樺太の場合，特に地番図がある都市につい
ては，日比谷図書文化館所蔵の火保図が最も
精度が高く，大縮尺であり，多くの情報が得
られると考えられた。樺太庁発行の市街図と
の類似性も指摘し，一方で，各都市の経時的
な変化が読み取れることも指摘した。 
③台湾の場合でも，日比谷図書文化館所蔵の
火保図が最も精度が高く，大縮尺であり，多
くの情報が得られると考えられた。火保図に
よって同じ時期の多くの都市の様相を横並
びで把握できること，また，火保図の作製が
都市や地区の発展や密集度合いを示す目安
と捉えられることも指摘した（旭川は略）。 
 また，これらの火災保険特殊地図の所蔵館
である千代田区立日比谷図書文化館で，一般
の皆さんに向けての講演を行うことができ
た（５．のその他④）。また，同時に開催さ
れた展示の企画にも協力ができ，研究成果の
公開という面から，有益な取り組みができた。
台湾でも，中央研究院 台湾史研究所で講演
を行うことができた（５．のその他③）。台
湾側の研究者にも講演内容に大変興味をも
っていただき，よろこんでいただけた。 
 さらに，平成 30 年中の出版に向けて，樺
太と台湾を対象とした火災保険特殊地図の
復刻出版を準備中である。全ての地図が直接
的に製糖業に関係するわけではないが，火災
保険特殊地図を新たに見出せたことは，大き
なインパクトがあったと言えよう。台湾側の
研究者も復刻出版を心待ちにしてくれてい
るとのことである。 
 
(3)製糖業に関する史料の保存や整備への関
わり 
 台湾側の研究者や研究機関と協力して，製
糖業に関する資料/史料の保存や整備に関わ
ることも重要な責務であると考えて取り組
んだ成果は，主に以下の２点である。 
 
①善糖文物館所蔵の史料について 
 台湾側の研究協力者と共に，平成 26 年９
月に善糖文物館を訪問し，研究代表者を仲立
ちに，打合せを行った。善糖文物館が所蔵す
る各種史料のデジタル化については，文物館
側と中央研究院側で，当初の合意がみられた
ものの，その後の両者の実務的な交渉段階で
作業が停滞した。資料/史料の保存体制を整
備するための「繋ぎ」の役割は一定程度果た
せたと考えるが，今後も長い目で見守り，タ
イミングを図る必要があると考えられる。 
 
②南瀛国際人文社会科学研究中心所蔵の史
料について 
 南瀛国際人文社会科学研究中心では，製糖
業に関する史料を閲覧し，これまで報告され
ていなかったその詳細な内容を把握するこ



とができた。現在，その内容を整理して，冊
子にとりまとめる作業を進めている。作業が
終了次第，両者で情報の共有を図りたい。 
 
（4)今後の課題 
 本研究課題の申請時に想定していなかっ
た研究成果を得ることができたとは言え，当
初の研究目的を全て達成したとは言い難い。
今後の課題として，具体的には，以下のよう
なものが挙げられる。 
 全 44ヵ所の製糖工場･社宅街の復元配置図
作製の作業を継続したい。製糖工場・社宅街
と周囲の街や集落との関係を明らかにする
ために，戦前期に台湾で発行された新聞記事
の網羅的な閲覧に取り組みたい。また，製糖
業に関する資料/史料の保存や整備にも継続
して関わっていきたい。 
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